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次 数 調査位置 と調査目的 検 出 遺 構 出土遺潅

１
次

第

．

薬師寺西南大垣 (第 H8-27・
123-18次 調査地の南延長上;

旧整地土の確認 瓦片

露歪喬奪石額古
四坪東一坊大顕者な遺構なし (路面敷か) 土器片 。瓦片

5 突善磐鵠爆遭跡の検出 同 同 上

6
右京一条二坊三坪
西一坊大路西側溝の検出

旧耕上下 05mで地山
柱穴 4(掘立柱建物 2棟分 ?) 土器片

外京五条大路に南接する地域
表上下 1,5mで地山
顕著な遺構なし ナ シ

右京五条一坊十二坪
西一坊坊間路西側溝の検出

旧耕上下約 0.6mで地山
円形土壊 ユ 小 ピット1

ナ シ

大乗院旧境内西南部で園池
の池尻方向にあたる

江戸時代の石列 。東西溝
中 。近世の整地土

皇 圏 又 汁 凡 凡 ・ 半 女

末の唐車文軒平瓦
土師器・須恵器 他

18 右京三条二坊八坪の宅地
遺構

河川による浸蝕を受けており、
顕著な遺構なし

ナ シ

19
二条大路と東三坊大路の
交差点

中世河ナ||に よる浸蝕のため、顕著
な遺構なし 中世土器片

遭羅吾容吾坊
二坪の宅地 表土下約25cmで地山

中世土壊 。南北溝

軒丸瓦 6304型 式 1

中・近世瓦
中 o折世十采

薬師寺八幡宮の南廊西端と
楼門位置の確認

八幡宮関係遺構は削平されており、
奈良時代包含層あり 噸暇
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・土
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瓦
器
土
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世

軒
須
中

左京一条二坊内の小路と北
側溝の検出

旧耕上下すぐに地山で、顕著な
遺構なし ナ シ

右京八条四坊―・ 二坪の坪
境小路北側溝の検出

旧耕上下 lm以下は中世以降の河
川による砂堆積

瓦片・土器片

悲憂甕禿驚
と西一坊大路 と

ヨL~余 本 崎 田 似」榔 虹 直 C｀只 四 八 再

南肩を検出
(第 103-16次の SD 140の 延長 )

軒丸瓦 6307型式 1

瓦片 。中世土器

市庭古墳の東北方
表土から30～45cnで地山
細溝 ユ 土壊 1 中世包含層 中世土器片

海竜王寺の南・法華寺の西
東二坊大路に東接

奈良時代柱穴 1 土壊 3 溝 3
小 ピット3

三彩陶片
土師器・須恵器
黒色土器 A

本文未収録の平城京内発掘調査地の概要




